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1 .序
日本近・現代文学だけにある原爆文学について論じたい。
1945年8月6日、 9日、広島・長崎に原子爆弾が投下された時、その直下にい
た大勢の市民の中には何人も詩人や作家たちも住んでいた。町中に溢れる被災
者たちの絶望、深い悲しみ、さらに烈しい怒りの声は、彼らの文学者たちの冷
静な筆致にすくい取られて、優れた文学作品として結実し、その惨禍を後世伝
えることとなった。たとえば、広島には原民喜、峠三吉、大田洋子、栗原貞子
ら、長崎には林京子らがいる。そして、彼らの作品は日記文学に近い、と読み
取ることができる。
原民喜の日記文学というメインテーマに入る前に、他の原爆作家を紹介する。
2.峠三吉（1917-1953)
「ちちをかえせ ははをかえせ」という詩で有名となった若き歌人・詩人、峠
三吉は広島生れ・育ち、生来病弱で、気管支拡張症のために、わずか36歳で広
島郊外の病院で肺結核の手術直後に亡くなった。8月6日の朝は「市の中心部
に向かつて外出する直前原爆を受け」 1) た。戦前戦中、「軍国少年軍国青年」と
呼ばれて、行情詩・短歌・俳句を書いていた峠は、 1951年に自費で発表した「原
爆詩集jの中で自分の経験を写実的に綴っている。「原爆詩集」が完成する過程
のおびただしい下書きの推敵は、叙情詩から自由詩に、叙情から写実（リアリ
ズム）に自己変革する苦闘を表わしている。詩集の初めにある「八月六日」「死」
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「炎」「仮繍帯所にて」「眼」などの詩は8月6日以降の、多くの市民が被った悲
劇を描いている。唯一の散文体で書かれた「倉庫の記録jは被爆者の収容所と
なった倉庫から次々と重傷者が死体として消えてしまい、 倉庫が空になってく
るという恐ろしい8日間の日記であるJ原爆詩集Jで収められたその他の詩は、
被爆者の精神的・肉体的な苦悩を怒りに溢れた状態で、語っている。戦後、峠は
詩を通じて被爆者の権利を認めようと戦っていたD 自分がその一人であったか
ら、彼の自由詩を日記文学に近い作品として考えても間違いないと思える。
3.大田洋子（1903-1963)
戦前から東京で活動して多くの作品を書いた作家、大田洋子は、峠三吉と原
民喜が亡くなった後に自分が唯一人の原爆文学作家と自負していたのである。原
に似た運命、つまり 1945年の始めに東京から広島に戻って8ヶ月後、白島にあ
る実家で原爆投下を体験したのである。爆撃直後から1945年11月まで書かれた
『屍の街』は、彼女のもっとも著名なノン・フィクション作品である。1955年ご
ろまでは、大田の小説は、原爆投下の直後の事実あるいは被爆者に与えられた
惨めな人生に関する作品が中心であった。異なる主題を選ぼうとしても、中々
書くことはできなかったのである。原爆は彼女のトラウマ、逃げられない運命
となった。『屍の街』(1948）以外、 『人間櫨楼J(1951）、 『半人間J(1954）、 『夕
凪の街と人と』（1955）などを発表した後、 1963年に亡くなるまで、少しずつ時
事問題についても書き出したが、作品の数は少なくなってきた。大田の 『屍の
街Jは日記文学の例として考えるべきである。1945年8月から11月までの広島
市民の現実が非常に詳しく描かれている。大田は白島の実家で母トミと妹とと
もに原爆に遭遇したが、軽い怪我をしただけであった。3日間、神田橋下手の
大田川原で野宿した後、佐伯郡に避難し、知人宅に滞在した。物語は避難所で
日常生活を送る日々を描いて、それに大田家と隣人たちの悩みと病状、統計・医
学に関する詳しい情報を加えて、落ち着いた文体で述べている。観察している
周囲の重傷者が次第に病死していくのを観察していて、自分も近いうちに必ず
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死ぬに違いないと確信している。原の文体と類似していて、大田の文体も冷静
でノン・フィクション、もしくは日記文学にもっとも近いものである。大田は
すでに同年11月に 『屍の街』を脱稿したが、 GHQによる検閲をおそれ、そのま
まで長く発表することはできなかった。
4.栗原貞子（1913-2005)
大田洋子の友人であり、彼女と同じくすでに戦前から文学活動を始めた栗原
貞子は、広島でもっとも有名な原爆詩人・エッセイスト、さらに平和活動家で
ある。1945年8月6日、彼女は広島市郊外の可部の実家にいたが、翌日に被爆
した市民の救助活動のため、広島市内に入った。彼女の体験は直ちに自由詩の
形となった。1946年自費で出版した『黒い卵』という詩集に収められた「生ま
しめん哉」（1945年9月に書かれた）は、世界的に2）最も有名になった一編であ
る。瓦礁の中にあった地下室で血だらけの重傷者の中で赤ん坊が生まれてくる
が、出産を助けるのは瀕死の産婆である。これは当日の事情を表す非常に象徴
的な詩である。「再建」は瓦礁の街を歩いている背景を描いている。しかし『黒
い卵Jに収められている詩は、主として戦時中に書かれたものである。日記文
学に近い「原子爆弾投下当日」「戦災者収容所に死体をヲ｜き取りに行く」「己斐
国民学校収容所にて」などの短歌や詩は、原爆投下直後に書かれて、『黒い卵』に
収録する予定で、あったが、結局、栗原は検閲を恐れて自らこれらを削除している。
5.原民喜（1905-1951)
原民喜が8月6日の被爆当日から書き続けたメモが残っている。いわゆる「原
爆被災時のノート」と呼ばれている手帳である。
広島出身の原は、 20歳になる前に 1人で東京に住むことを決めた。慶応義塾
大学の文学部に入学して、英文学を研究した。卒業した後に、本格的な小説家
になるために短編小説を書き始めた。1935年に自費で出版した『焔Jでデビュー
した。当時、多くの文学雑誌で発表した作品は、戦後『死と夢Jと『幼年画Jと
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いう 2つの作品集に収められた。戦前の彼が書いた作品の特徴を示せば、作品
の視点を自分とその周辺においていた。親愛した家族、母親、姉ツル、父親の
死や苦悩、この世における自分の苦しみ、病気、孤独などに関する短編小説が
多かった。1933年に永井貞恵と結婚、 6年後彼女が病気になり、原はほとんどの
仕事を辞めて貞恵を看病したD 1944年9月に貞恵が病死、原は空襲を避ける意
味もあって、千葉市の家を引き払って、 1945年2月、広島にある実家に戻って
きた。原の運命は大田洋子、峠三吉の運命に似ている。つまり、この 3人は全
く偶然に原爆投下の半年前に広島に帰ってきて、 3人はその瞬間に建物の中に
居て、怪我せず、に命を救ったのである。さらに、原子爆弾の投下という短い瞬
間は、彼らの人生を完全に変えてしまった。
6.「原爆被災時のノート」と『夏の花』
戦前の作品は個人の問題を扱ったことに対して、戦後の作品は愛する妻の死
と「無数のヒロシマの死」が重なり合い、広島市民全体の悲劇、哀しみが原の
作品の主題となっていく 。1944年に貞恵が亡くなってから、ただ 1冊の詩集を
書くつもりで、その後は自殺するという告白を書いているが3）、原は原爆投下を
体験して 7年間自分の命を延ばして、体験者・記録者、さらに文学者として原
爆を描いた。当日、 8月6日の朝、原は峨町にある実家にいた。「まるで広島の
惨劇に道ふために移ったやうなものだったが」 4）と追想している。京橋川のほ
とりと東照宮で2日間を過ごしたのち、兄守夫とともに広島市郊外の八幡村に
避難した。原爆投下のとき、民喜は頑丈な家の中にいたため、光線で焼かれる
ことはなかったが、以後、健康に不安を感じる時が多くなった。5）当日から小
さな手帳と鉛筆を握って、すべての印象をぎっしりと書いていた。いわゆる「原
爆被災時のノート」である。そのメモを基に、 1945年の秋から冬にかけて、八
幡村の田尾農家6）の2階で、代表作となった 『夏の花Jを書いている。そして、
1946年4月、親友の長光太のすすめに従って、上京した。題名と内容に関する
多くの困難を乗り越えて、ょうやく 1947年6月 『夏の花』は 『三田文学Jに発
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表された。
原は詩人としても、また小説家としても、広島の悲劇を見たが、何よりも広
島市民の一人としてその悲劇を観察し、それを描かなければならないという使
命を自分に与えて、そしてこれを果たそうとしていた。原はその考えも、手帳
に書き記した。この手帳は、彼が原爆文学作品を制作するための拠点とした最
も重要な資料のーっとして、現在、民喜の甥である原時彦のところに保存され
ている。7）『夏の花』の原型とも言える手帳の内容を少し検討する。全部でわず
か12ページである。黒い皮の表紙で、縦13センチと幅7センチで、裏に「日東
航空工業」と印刷されている手帳の一部8）が、その後「原爆被災時のノート」 9)
と呼ばれることとなった。最初の3ページは8月7日、広島駅の北側にある東照
宮で野宿しながら書いている。つまり、「8月6日8時半頃（改行）突然空襲
一瞬ニシテ（改行）全市街崩壊」 10）である。原は1、2、3ページ、それから4
ページ目の2つの行だけを綴って、その後は次のようなコメントを残していた。
それは「（ココマデ7日東照宮野宿ニテ記ス。）」というものである。その次の文
章は、いつ頃に書かれたか不明であるが、彼は場所だけを示して、こう書いて
いる。「（以下ハ八幡村ノ二階にて）」。 というのは、原は破壊された家から逃げ
る途中、つまり最も危ない時に3ページのメモを取っている。自分の命を守る
より、彼は見た光景を記録し、経験した瞬間を捕まえ、書いているのである。さ
らに、この 「ノート」の特徴の一つは、
漢字とカタカナだけでの簡潔な文体で
綴られていることである。彼の文章は
とても短いが、混沌としたノートでは
なく、読点もあり、 〈は〉〈が〉などの
主語も入れたきちんとした文章で書か
れている。書かれた状況が分かると、
これはとても不思議に思われるであろ
う。原は、何よりも観察者であり、作
???? ???
家であるとはっきり感じることのできる証明である。その場その時の状況を自
分の記憶から失わないように、周囲の様子を全部その小さな手帳にリアルタイ
ムで書き留めた。「ノート」におけるもう一つの重要な特徴は、原は自分の周り
に起きている現実を書き込むことだけではなく、新聞記者のように当日の広島
全体の雰囲気、壊された建物の状態、通り過ぎた場所の描写も含めていた。
広島の惨事に道遇したのは、偶然ではなく、 〈神〉から受け取った使命であっ
たとも彼は考えている。その悲劇を記録しなければならないと思い、この小さ
な手帳にこっそりさまざまなメモを書き込んでいた。メモの4ページ目に原は
次のように書いている。「我ハ奇跡的ニ無傷（改行）ナリシモ、コハ今後生キノ
ピテ （改行）コノ有様ヲツタヘヨト天ノ命（改行）ナランカ。サハレ、仕事ハ
多カル（改行）ベシ。」この 〈天ノ命〉という言葉の意味を解釈してみる。自分
は〈生キノピテ〉いるので、この広島の悲劇を伝えなければならないという 〈天〉
あるいは 〈神〉から定められた 〈命令〉あるいは 〈使命〉を果たす義務がある
と考えられる。死んだ被爆者の代わりに、自分が一生懸命に生きなければなら
ないのである。しかし、手帳と 『夏の花Jを比較すると、後者には 〈天の命〉と
いう言い方はない。その代わりに原はただ次のように書いている。
さばさばした気持で、私は自分が生きながらへてゐることを顧みた。かね
? ????
て、 二つに一つは助からないかもしれないと思ってゐたのだが、今、ふと己
れが生きてゐることと、その意味が、はっと私を弾いた。
このことを書きのこさねばならない、と、私は心に舷いた。けれども、そ
の時はまだ、私はこの空襲の真相を殆ど知つてはゐなかったのである。11)
「ノー ト」の内容を 『夏の花Jと比べると、幾つかの相違を示すことができる。
「原爆被災時のノート」を手がかりとして 『夏の花』の内容に大雑把に言及して
おく。作品の最初のシーンには、黄色の花を持って妻の墓を訪れている男性の
姿（原自身）が描かれている。「原子爆弾に襲はれたのは、その翌々日のことで
あった」、 12）つまり作品は8月4日から始まるのである。その次の場面は、「ノー
ト」と全く同じであり、突然の爆撃が 〈私〉を襲った時のものである。それか
ら原は、自分のノートに従って、それぞれのメモをとても丁寧に展開している。
峨町にあった家から泉邸の庭13）を通過し、東照宮14）に一泊して、それから鏡
津15）、国泰寺、住吉橋を通って己斐への避難経路の行程を描いている。西練兵
場で原の甥、文彦16）の死体が見つかったという悲劇も語っている。そして、 『夏
の花Jの中には、これに加えて更に兄弟・姉妹の家族の数人と共に馬車を借り
て乗って、草津を通って避難先の八幡村までの道の描写もある。この旅に何日
間掛かったかは書いていないが、「ノート」によると、 8日の「夕刻八幡村ニ（改
行）馬車入ル。」ということである。9日から避難生活が始まった。8月12・13
日に、行方不明であった中学生の邦彦17）が八幡村に無事に来たが、数日後から
原爆症の症状が出てきた。原家の話はここで、終わっているが、小説はまだ、終わっ
ていない。最後の場面には、前の場面とあまり関係のないNという人物の姿が
描いてある。これは8月6日に行方不明となった妻を捜している人物の話であ
る。このNは、広島では誰かが絶えず人を探し出そうとしていることを象徴し
ていると考えられる。N（エヌ）という文字は数学で、不定整数を意味している。
この場面を「ノート」における最後の部分を比べると、全く同じモチーフがあ
る。「ノート」に登場人物に関する最後5行では、原商店の職員である今本が死
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者の間で妻を捜しているのである。
『夏の花jを「原爆被災時のノート」と比較すると、両方の内容はほとんど同
じである。「ノート」で実名で登場していた原商店の従業員と原家の人々の名が
『夏の花』では匿名で登場している。例えば、 「ノート」の恭子18）は 『夏の花J
にく妹＞に変えられている。「ノート」で登場している原商店の従業員たちの一
人である達野は、 『夏の花Jで 〈工場の人〉であり、江崎が （K）である。さら
に、ネエヤと原田好子は同一人物の 〈女中〉である。
また被爆者の病状が、「ノート」ではより生々しく、また強い表現で描かれて
いる。「アタリニハ負傷（改行）者ノ（改行）倒レ、死ニユクモノ。」「顔ヲ黒焦
（改行）ゲニシテ臥セル婦人。万身血（改行）マミレノ幹部候補生。J練兵場の
近くで、見つかった文彦の死体の描写は「胸ノ（改行）アタリニ、桃位ノ塊リア
リテ、ソ（改行）コ（改行）ヨリ、水噴ク。指ハカタク握リ （改行）シメ、顔
ハ焦ゲ、総ジテ大キ（改行）クフクレタ姿ナリ。」『夏の花』では「涙もかわき
はてた道遇であったJという一行を書き添えている。
手帳に書かれたメモについては、原民喜の研究会の紀要である 『雲雀Jで海
老根勲 19）が次のように書いている。「手帳に綴られた沈着冷静な観察眼と、激
しい憤りや文学的沈潜がないまぜになった創作の過程もうかがえて、まさに戦
後文学の基点となっていることが理解できるのであるoJ20) 
7.原民喜が書いたその他の原爆文学作品
「ノート」の最後の部分である 10ページから 12ページまでは『夏の花J三部
作の二部である 「廃嘘から」、構成詩 「原爆小景」などの材料ともなったと見ら
れる。原は1946年の春に上京して、 1951年3月13日の自殺遂行まで、孤独な生
活を営んでいた。戦前・戦時中送られた静かな夫婦の生活を回想すると同時に、
原爆の記憶を短編・詩・散文詩・エッセイの形で繰り返していた。この5年の
間の作品は私小説のような語り方である。戦後における惨めな生活、妻の追憶
と原爆の回顧という三つの要素が原の文学の主流となった。たとえば、「苦しく
? ????
? ?
?
美しき夏J「秋日記」あるいは「永遠のみどり」などである。それらの作品から
は、 『夏の花』のようなレアルタイムというナレーションは消えているが、 1950
年8月に 『三田文学Jに発表された「原爆小景」には「ノート」のような綴り方
があった。すべての詩は漢字とカタカナで書かれている。手帳で書き込んだ、メ
モを詩に膨らましたのである。たとえば、「ノートJの 「便所ニ居テ頭上ニサク
レ （改行）ツスル音アリテ頭ヲ打ッ」と「燃エガラ」の 「夢ノナカデ （改行）頭
ヲナグリツケラレタノデハナク（改行）メノマヘニオチテキタ」 21）とはほとん
ど同じである。「原爆小景」における「コレガ人間ナノデス」、先の「燃エガラ」
あるいは「日ノ暮レチカク」はメモに描かれた現実にもっとも近いものである。
つまり原は記録者としてこの詩を書いたのである。『夏の花Jにもある 「ギラギ
ラノ破片ヤJあるいは 「火ノナカデ電柱ノリなど、恐ろしい風景が詩人の鋭い眼
で見られて、激しい色、煙と瓦礁の黒、火事と血の赤で象徴的に描かれている。
手帳のメモのー ・二行ずつは 『夏の花Jで長い物語に発展させている。たと
えば、助けと水を求めた兵隊、あるいは女子学生の場面が両方にもある。「原爆
小景Jでは、詩人原民喜の眼差しを見せているのである。同じ場面は小説も詩
集もあるのである。1951年7月に発表されたもう一つの詩集、「魔のひとときJ
には、原は原爆の風景を直接描写することではなく、その精神的な結果、孤独
さ、死への’憧れ、人生の疲れなどを描いている。
最後にもう一つの作品について述べたい。1949年8月に発表された「鎮魂歌」
である。その作品は当時、余り高い評価を受けてなかった。文体を考えると、散
文、散文詩あるいはエッセイに属すべきか、判断はしにくい。原の弱ってくる
精神状態をぴったり反映させている作品であるとも思われる。原爆投下の当日
の出来事、見られた風景、聞かれた音、叫びなどは「鎮魂歌」の中でもう一度
復活されている。現実と非現実とを織り込んだり、すでに亡くなった登場人物
が戻ってきたりしている。原は1949年までに、またその後も、原爆のことを長
い文章で、書かなかったにもかかわらず、この作品だけにはもう一度自分の経験
を更生らせたのである。
? ?
?
???
?
1945年8月6日から1951年に自殺する日まで、原は死の陰で生きていた。戦
時中に亡くなった貞恵の死は「無数のヒロシマの死」に同化してきた。『夏の花j
のプロローグに彼女の墓参りを書いていること、つまり「一人の死」は 「鎮魂
歌Jに原爆で亡くなった市民の死、つまり「無数の死」と重なってしまった。
8.終り
広島の原爆投下に関するそれぞれの作家の体験、眼差しと語る方法は異なっ
ているが、彼らはその悲劇的な瞬間を書き残さなければならないと認識してい
た。当日から書かれた日記に基づく 詩を書いた峠、周りの人々の苦しみを描い
た大田、救助活動の体験を詩で、語った栗原は、手帳に記した原、みなほとんど
その場その時に記録者のように書いていた。それ故に、 筆者は彼らの作品を日
記文学に属していると考える。さらに、原の場合、その他と違って、原爆中心
地に近く被爆を受けた彼は、その瞬間から手帳にメモを書き始めたのであるo周
辺の人々を冷静な目で描いている手帳はとても希な、そして貴重な日記文学の
手本である。
彼らが書きとめた「ヒロシマの悲劇」や哀しみの文学は、原子爆弾の恐ろし
い結果の証拠として永遠に世界的にも読み継がれるべきである。
引用・参考文献
峠三吉『原爆詩集』青木書店、1995
『大田洋子。作家の自伝38』日本図書センタ一、 1995
栗原貞子 『核なき明日への祈りをこめて一反核詩集』詩集刊行の会、1990
『栗原貞子詩集一日本現代詩文庫 17.l土曜美術社出版販売、1997
『栗原貞子全詩編J土曜美術社出版販売、 2005
『定本原民喜全集j第1巻～第3巻、 別巻、 青土社、1978～1979
『原民喜詩集一日本現代詩文庫lOOj編集藤島宇内、 土曜美術社出版販売1994
仲程昌徳［原民喜ノートJ勤草書房、1983
海老根勲 「記録者の眼・詩人の魂」［in：）『雲雀J第2号、広島花幻忌の会、2002
原民喜の年譜
1905年11月15日 広島市幡町、父原信吉、母ムメの五男として生まれる。家業は陸海軍・官庁用達。
1923年3月 付属中学校卒業。大学予科の受験資格が与えられたため、この年1年間登校せず、
19世紀ロシア文学（ドストエフスキィ、 ゴー ゴリ、チェホフ）を愛読し、 宇野浩
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4月
1925年
1925年
1929年
1932年3月
1933年 3月
1934年 5月
二に傾倒。この頃より詩作を始め、室生犀星、ヴェルレーヌなどの詩を愛読。
熊平武二らと同人雑誌 「少年詩人」を発行。
慶応義塾大学文学部予科に入学、蕪村を出発点として俳句を始める。
ダダイズム風の雑文を書く。
友人達と詩の同人雑誌を発行する。
この頃から短篇小説を書き始め、左翼運動への関心を深める。
慶応義塾大学文学部英文科に進む。日本赤色救援会に参加するが、次第に左翼運
動から離れる。
同大英文科を卒業。
初夏、同棲した女に裏切られて、薬の自殺未遂。
永井貞恵と結婚。同人雑誌「ヘリコーン」に短篇小説を掲載。
学生時代の活動のために疑われ、妻と検挙さ、 2日後、解放された。
初夏、千葉市へ転居。小説家として静かな生活を送る。
1935年3月 本格的なデビューであるコント集 『焔jを自費出版。
その頃から俳句の発表を始め、以後数年間続ける。
1935年一 1941年 短篇小説を書き、さまざまな文芸・文学雑誌に投稿する。
戦後になると、これらを 『死と夢Jと 『幼年画』に収める。
1939年 9月 妻貞恵発病し、これ以後作品の発表次第に減る。
1942年 1月 千葉県立船橋中学校に英語教師として務める。
1944年 3月 中学校を退職し、夏頃より朝日映画嘱託となる。
9月28日 妻貞恵糖尿病と肺結核のため死去。
1945年 2月 故郷広島に住む兄のもとに疎開。
8月6日 原爆被災。市内北部東照宮にて 2日を過ごした後、親戚と共に広島郊外八幡村に
移る。以後、原爆症とはいえないが健康はすぐれない時が多くなる。この年のう
ちに 『夏の花Jを書き上げる。『近代文学』の創刊号に発表する予定だ‘ったがGHQ
の検聞を考慮してひかえる。
1946年 4月 上京する。
10月より 『三国文学』の編集にたずさわる。
1947年 6月 f夏の花』を 『三田文学jに発表し、世評が高い。
11月 f廃櫨からjを 『三田文学』 に発表。
1948年 6月 『近代文学J同人となる。
12月 『夏の花Jで第 1回水上滝太郎賞を授賞。
1949年 1月 『壊滅の序曲Jを 『近代文学J、『魔のひととき』を 『群像Jに発表。
2月 能楽書林より小説集 『夏の花Jを刊行。
8月 『鎮魂歌jを 『群像』に発表。
1950年3月 『魔のひととき.I（『三田文学.J）。
4月 日本ペンクラブ広島の会主催の平和講演会に参加のため帰郷。
8月 『原爆小景J（『三田文学J特別号）。
1951年3月13日 中央線吉祥寺 ・西荻窪聞の鉄路に身を横たえ自殺を遂げた。
〔注〕
] ）峠三吉『原爆詩集j（新編）「あとがき」、青木書店、 1999、p.141。
2）英語、ロシア語、 ドイツ語、イタリア語、ポーランド語（筆者） などの訳がある。
??????
3）「もし妻と死別れたら、 一年間だけ生き残らう、悲しい美しい一冊の詩集を書き残すために……と
突飛な烈しい念想がその時胸のなかに浮上ってたぎったのだった。」［in：］「遥かな旅」（『女性改造1
1951年 2月号） 『定本原民喜全集J第2巻、青土社、 1978、p.2980
4）「災厄の日」（『個性J1948年 12月号）『定本原民喜全集j第2巻、青土社、1978、p.780 
5）藤島宇内編 I原民喜詩集一日本現代詩文庫 lOOJ土曜美術社出版販売、 1994、p.155による。
6）現在は回尾米殻店となっている。
7）原時彦 (1934－）は原民喜の著作権所有者であり、民喜の兄、 守夫の次男である。原家の四男で民
喜のすぐ上の兄であった守夫は民喜の最も仲がよい兄で、あった。原民喜は多くの作品、特に「夏の
花」の三部作の中で守夫の息子たちについて書いている。守夫は1902年生まれ、 1978年6月3日に
肺ガンで亡くなった。
8) 『中国新聞jの元記者である海老根勲の努力によって、この手帳のカラー・プリントのコピーが同
人雑誌 『雲雀J（第2号、 2002年日月）に掲載された。
9) 「原爆被災時のノート」は1978年に I定本原民喜全集』第3巻に青土杜より初めて発表された。し
かし、 2001年3月に広島で行われた 「原民喜展」のために海老根勲は、この手帳をもう一度丁寧
に見て、手帳のページ、の形に従って、原稿に書き直し、 読点を入れて、展示した。そして 「原爆被
災時のノート」を民喜が書いた順番を守って、『雲雀』（第2号、 2002年11月）に改めて発表した。
10）『雲雀.I（第2号、 2002年 11月）による。それ以上の引用はすべてここからである。
11) r定本原民喜全集j第1巻、 青土社、 1978、pp.513-514。
12) ibid. p. 509。
13）泉邸 （せんでい）の庭は旧浅野藩の別邸の庭で、現在、縮景園と呼ばれている。［雲雀』（第2号、
2002年 11月）による。
14）東照宮は広島駅の北側の二葉の里にある。民喜らは家族で6、7日間野宿した。『雲雀J（第2号、 2002
年 11月）による。
15) 鏡津は鏡津神社のことを指している。広島の北側の二葉の里にある。『雲雀j（第2号、 2002年11
月）による。
16）文彦は、陸軍借行社斉美小学校 l年生で、同校内にいた児童150人は校舎と共に全滅した。文彦は
原家唯一人の直接の被爆死者であった。彼は民喜の次兄、守夫の四男であった。
17）邦彦は守夫の長男で、広島県立第一中学校l年生。『夏の花』で、は教室にいた時に爆撃の光を見、；爆
撃された学校から逃げて広島市内の比治山に避難した。守夫の次男時彦と三男春彦は広島陸軍借行
社附属済美小学校の5年生と3年生で、 1945年8月に双三郡河内村の西善寺と君田村の教念寺に校
童疎開をしていた。原良子 f被爆体験 （NHK）一私の訴えたいこと』発行者：原良子1978、p.18な
どと海老根勲 「記録者の眼・詩人の魂」 『雲雀』（第2号、 2002年 11月） p.53による。
18）恭子は12人の兄弟姉妹の中で5番目の妹である。
19）最近 「花幻忌の会」の事務局長、海老根勲は原が書いた手帳の内容を細かく分析して、 12ページ
の「ノート」に従って全体のテキストを新たに発表した。ホームページ「原爆文学館」の 「文学資
料データベース」に掲載されている。
20）『雲雀J（第2号、 2002年 11月）p. 53。
21）『定本原民喜全集J第3巻、 青士社、 1978、p.18。
＊討議要旨
棚町知瀬氏は、 ①「夏の花Jとはどのような花であり何を表象しているのか、 ②原爆文学を研究する
ならば、広島のみならず長崎の問題も視野に入れて考察してほしいと、感想を述べた。
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